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通
告
内
容

通
告
内
容

一
般
質
問
の

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
災

害
復
旧
を
最
優
先
と
し
て
一
般

質
問
は
中
止
し
ま
し
た
の
で
、

各
議
員
の
質
問
の
要
旨
を
、
通

告
順
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

古
沢
喜
幸　

議
員

１　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
中
心

市
街
地
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
に
つ
い
て

２　

小
学
６
年
生
全
員
を
対
象
に

し
た
霞
ヶ
浦
遊
覧
に
つ
い
て

３　

水
道
事
業
に
つ
い
て

①　

水
道
料
金
の
値
下
げ
を

②　

神
立
配
水
場
か
ら
新
治
浄
・

配
水
場
ま
で
の
送
水
管
工
事
に

関
し
て
過
失
は
な
い
の
か
。

小
林
幸
子　

議
員

１　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

①　

第
３
次
行
財
政
改
革
の
５
年

間
の
評
価
と
第
４
次
行
財
政
改

革
の
今
後
５
年
間
の
方
向
性
と

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
（
Ｈ
18
〜
Ｈ
22
年
度
）

　
（
Ｈ
23
〜
Ｈ
27
年
度
）

②　

今
後
の
行
財
政
改
革
を
見
据

え
た
機
構
改
革
に
つ
い
て
（
平

成
24
年
度
以
降
の
組
織
体
制
の

在
り
方
）

２　
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
平
成
23
年
度
予
算
へ
の
反

映
及
び
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

３　

農
業
政
策
に
つ
い
て

①　

担
い
手
、
後
継
者
問
題

②　

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
考

え
は
？

③　

遊
休
農
地
の
実
態
と
利
活
用

の
考
え
は
？

④　

農
業
公
社
の
在
り
方

沼
田
義
雄　

議
員

１　

旧
京
成
ホ
テ
ル
跡
地
と
市
営

グ
ラ
ン
ド
を
併
せ
て
土
浦
全
国

花
火
競
技
大
会
の
開
催
場
所
と

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど

う
か
。

久
松　

猛　

議
員

１　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①　

国
保
税
の
減
税（
引
き
下
げ
）

を
②　

18
才
未
満
の
均
等
割
の
減
免

を
③　

患
者
負
担（
一
部
負
担
金
）の

減
免
基
準
に
つ
い
て

④　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

状
況
に
つ
い
て

２　
「
市
税
滞
納
一
掃
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」の
差
押
に
つ
い
て

①　

差
押
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の

か
、
そ
の
内
容
は
。

②　

分
納
中
の
差
押
は
あ
る
の

か
。

③　

年
金
の
差
押
な
ど
、
生
活

の
維
持
や
営
業
の
継
続
を
困
難

に
す
る
よ
う
な
差
押
は
あ
る
の

か
。

３　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実

施
に
つ
い
て

―
―

秋
田
県
及
び
宮
古
市
の
事

例
を
ど
う
み
る
か
。

柏
村
忠
志　

議
員

１　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
「
切

り
札
」と
し
て
、
土
浦
駅
周
辺

に
市
役
所
・
図
書
館
を
移
転
・

建
設
す
る
こ
と
を
提
案
い
た
し

ま
す
。

　
　

市
役
所
・
図
書
館
建
設
の

候
補
地
と
し
て
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
土
浦
店
舗
敷
地（
３
・
４

階
）、
及
び
県
南
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
５
・
６
階
）の
買
い
取

り
、
市
役
所
な
ど
の
機
能
が
発

揮
で
き
る
よ
う
改
築
・
改
修
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。な
お
、

買
い
取
り
面
積
の
結
果
に
よ
っ

て
は
、市
役
所
を
優
先
し
ま
す
。

　
　

こ
の
提
案
を
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創

り
だ
し
、
当
初
の
新
市
役
所
建

設
費
100
億
円
、
図
書
館
建
設
費

60
億
円
の
予
定
金
額
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
使
用
も
可
能
で

す
。

　
　

さ
ら
に
、
削
減
し
た
金
額

は
、
建
て
替
え
が
迫
ら
れ
て
い

る「
市
民
会
館
」や
消
防
本
部
庁

舎
の
建
設
に
活
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
合
理
的
な
視
点

か
ら
、
こ
れ
ら
の
候
補
地
に
、

市
役
所
・
図
書
館
を
移
転
・
改

築
す
る
政
治
的
な
判
断
と
そ
の

交
渉
に
つ
い
て
、
市
長
に
伺
い

ま
す
。

２　

閉
塞
状
態
の
土
浦
を
再
生
す

る
、
起
死
回
生
の
17
の
企
画
を

提
案
い
た
し
ま
す
。

　
　

こ
の
提
案
は
、
多
く
の
市
民

の
願
い
や
ア
イ
デ
ア
を
、
私
が

ま
と
め
た
も
の
で
、
市
長
の
見

解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　

こ
の
提
案
は
、
霞
ヶ
浦
の

水
際
の
親
水
空
間
の
整
備
、
土

浦
の
地
域
経
済
の
活
性
化
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
遊
び
場
及

び
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
寄

与
す
る
も
の
で
、
土
浦
の
21
世

紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
新
た
な
１

ペ
ー
ジ
を
加
え
る
も
の
で
す
。

　
　

こ
の
提
案
地
区
の
範
囲
は
、

霞
ヶ
浦
水
際
線
・
川
口
港
、
京

成
ホ
テ
ル
跡
地
・
ラ
ク
ス
マ

リ
ー
ナ
、
川
口
運
動
公
園
、
桜

川
、
及
び
、
癒
し
の
空
間
と

し
て
の
ハ
ス
田
、
霞
ヶ
浦
総
合

公
園
な
ど
の
一
体
的
な
地
域
で

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
を
「
水
郷

文
化
圏
」と
位
置
づ
け
ま
す
。

　
　

17
の
企
画
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
し
ま
す
が
、
市
長
と
協
働

で
き
る
企
画
に
な
る
こ
と
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

篠
塚
昌
毅　

議
員

１　

荒
川
沖
地
区
野
球
広
場
の
整

備
推
進
の
現
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

①　

荒
川
沖
地
区
野
球
広
場
と
し

て
使
用
し
て
い
る
当
該
地
を
市

の
財
産
と
し
て
購
入
す
る
こ
と

の
検
討
に
つ
い
て

②　

南
部
地
区
の
他
の
場
所
に
野

球
広
場
を
整
備
す
る
可
能
性
に

つ
い
て

２　

選
挙
に
お
け
る
投
票
率
低
下

の
原
因
と
投
票
率
を
向
上
さ
せ

る
施
策
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。
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容


